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Late Edition
Today, cloudy, showers midday, high 
56. Tonight, stray evening showers, 
clouds breaking late, colder, low 40. 
Tomorrow,   sunshine,     high     56. 
Weather  map  appears  on  Page  B11
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新宿区立戸山図書館　大城館長

本の貸し借りだけではない滞在型図書館を目指すのに
香りはとても重要だと感じています。

2017年4月1日に船橋市立中央、
西、東図書館にて船橋オリジナルの
香りを導入しました。
船橋在住の弊社調香師がブレンド
したオリジナルの香りは懐かしさと
斬新な新しさが融合したフローラル
フルーティな香りです。お時間が
ある方は是非足を運んでみてくだ
さい。地域によって、利用者やその
場所の空気感は異なります。
各地域の特色に合わせた香りを
エアアロマではご提案しています。

船橋市立図書館 3館に
オリジナルの香りを導入

図書館利用者の居心地の向上、ワンランク上の空間づくりを目指し香りを導入されている戸山図書館。特に居心地の良さを
重要視して、本を読む場所としてだけではなく、いかに人が集い、新しい発見ができ、欲しい情報が得られる場所に
することができるか、常に考えていらっしゃる大城館長のお話は新しいアイデアがいっぱいでとてもワクワクしました。
同じ場所でも違った考え方でその場での過ごし方、利用方法を変えることができるのだと改めて感じました。

アロマに関するご意見・ご質問等、随時募集しています。
mariko.yoshida@air-aroma.com
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今回は、図書館を香りで演出する取り組みが始まった2014年当初から香りを
導入いただいている、新宿区立戸山図書館の大城館長に図書館のあり方、図書館
での居心地についてお話をお聞きしました。

-新宿区立図書館ではそれぞれ異なった特徴を打ち出していると伺いました。
角筈図書館はビジネス、下落合図書館は広い世代に優しい情報発信、
とお聞きしましたが、戸山図書館ではどういった特徴を打ち出している
のでしょうか。

戸山図書館は新宿区内障害者サービスの拠点館です。障害を持った方全般に
どういった読書支援ができるか考え、また本を貸し借りするだけではない
場所づくりを考え、運営しています。具体的な活動としては、年間 60タイトルの
音訳を行なっています。戸山図書館が音訳した図書は国立国会図書館でも
ダウンロード可能で、そのダウンロード数は6000ダウンロードと、他の資料と
比較してもとても多いのです。他にも朗読会や、企業の支援を得て副音声と
字幕の入ったバリアフリーの映画上映会、クラシックコンサート、落語会などが
あります。こうしたイベントを行うことで図書館という場所を、本を貸し借り
するだけではなく、人が集う場所にしてきたいと考えています。

-そうした様々な取り組みをされている中で香りを導入した理由は何ですか？

図書館が日常的に使われるようになるのはもちろんのこと、図書館として
ワンランク上の居心地の良さとイメージアップを目指したいと思ったため
です。図書館に読む場所がないから借りて家で読む、のではなく、図書館の
中にいい読書環境を作りたかったことも理由のひとつです。

-香りを導入されてからの反響はいかがですか？

アンケートを実施したところ、香りがあることでリフレッシュできるといった
意見が多くありました。
特に導入した当初は、来館者から「このいい香りはなんですか」と聞かれたり、障害者センターのスタッフの方から「いい
香りですね」とお声がけいただいたりすることが多々ありました。
また図書館のスタッフからも大好評で、なかには「香りを導入してから蚊が入ってこなくなったので大変助かる」
といった意見もありました。図書館が公園の中にあるため、以前はカウンターにたくさん蚊が入ってきていたんです（笑）。
（ 戸山図書館を演出している”Bye Fly”というエッセンシャルオイルには、シトロネラールという虫が嫌がる

香り成分が入っています。）本の貸し借りだけでなく、ゆったりとした図書館の
読書空間でいかに時間を過ごしてもらうか、滞在型図書館を目指すのに香りは
とても重要だと感じています。

-これからの図書館はどのようになるとお考えですか？

電子書籍が広まり、図書館に来ることができない人も本をオンラインで利用して
いけるようになると思います。そのような状況でも、図書館にきてくださる人に
香りを含めて居心地の良さを提供し、本を読むだけでは出会うことのない情報、
文化を発信していきたいと思っています。
展示などの充実、調べ物の手伝い、暮らしの講座（2014年6月にはアロマの
ワークショップを実施）、クラシックコンサートなどを現在実施していますが、
本があまり好きでない人にもそういった講座等を提供することで、無料で
誰でも平等に情報を得ることができる場にしていきたいと考えています。
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